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７
月
定
例
会
議
は
、
７
月
１
日
か
ら
６
日

ま
で
の
６
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
日
、
４
日
と
６
日
の
本
会
議
で
は
、
本

町
の
姉
妹
町
村
で
あ
る
、
沖
縄
県
北
中
城
村

と
の
友
好
の
絆
を
深
め
る
た
め
、「
か
り
ゆ

し
ウ
エ
ア
」
を
着
用
し
て
議
会
に
臨
み
ま
し

た
。（
関
連
記
事
14
ペ
ー
ジ
）

　

町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
27
年
度

葛
巻
病
院
事
業
会
計
の
決
算
認
定
や
28
年
度

補
正
予
算
な
ど
７
件
、
す
べ
て
全
議
員
の
賛

成
で
原
案
ど
お
り
『
決
定
』
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
４
名
の
議
員
が
登
壇
し
、

町
の
対
応
や
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

決
算
特
別
委
員
会
（
柴
田

勇
雄
委
員
長
、
山
岸
は
る
美

副
委
員
長
）
を
設
置
し
、
７

月
５
日
に
病
院
事
業
会
計
決

算
を
審
査
し
ま
し
た
。
主
な

質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

決
算
特
別
委
員
会

監
査
委
員
の
意
見

着々と　進む新病院の改築工事

７月定例会議の話題７月定例会議の話題

新 病 院新 病 院 のの 完 成完 成 をを 心 待心 待 ちち
７月定例会議

　

27
年
度
決
算
は
、
事
業
収

益
９
億
１
５
２
７
万
円
に
対

し
、
事
業
費
用
が
８
億
７
１

２
１
万
円
で
、
４
４
０
６
万

円
の
純
利
益
を
計
上
し
、
単

年
度
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
累
積
欠
損

金
が
５
億
８
３
４
１
万
円
に

減
少
し
ま
し
た
。
こ
の
要
因

は
、
病
院
経
営
計
画
に
基
づ

い
た
経
営
努
力
の
成
果
と
、

一
般
会
計
か
ら
５
千
万
円
を

繰
り
入
れ
し
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。決
算
の
状
況
は
、

上
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

病
院
経
営
で
は
、
禁
煙
外

来
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

の
診
療
開
始
や
糖
尿
病
教
室

を
開
催
す
る
な
ど
、
医
療

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、
新

た
な
取
り
組
み
を
始
め
ま
し

た
。

　

今
後
も
、
医
師
、
看
護
師
、

職
員
が
連
携
し
な
が
ら
、
住

民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
た

取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
ま

す
。

　

27
年
度
決
算
は
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
な
ど
で

単
年
度
黒
字
決
算
と
な
り
、

累
積
欠
損
金
が
減
少
し
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
医
業
収
益

の
確
保
と
経
営
基
盤
の
安
定

化
に
向
け
て
、
財
政
の
健
全

化
を
望
み
ま
す
。

　

個
人
未
収
金
が
減
少
し
た

こ
と
は
、
職
員
の
努
力
が
認

め
ら
れ
ま
す
。
引
き
続
き
、

個
人
未
収
金
の
解
消
に
向
け

て
、
効
果
的
な
回
収
を
求
め

ま
す
。

町長に決算審査意見書を提出する監査委員

27年度27年度
病院会計決算病院会計決算

認 定認 定

単
年
度
黒
字
決
算

累
積
欠
損
金
が
減

27年度病院事業会計決算状況
区　分 27年度 26年度 前年対比

事 業 収 益（ａ） 9億1527万円 9億 211万円 1.5％

事 業 費 用（ｂ） 8億7121万円 13億2086万円 △34.0％

純利益(ａ)－(ｂ) 4406万円 △4億1875万円 110.5％

年度未累積欠損金 5億8341万円 6億2747万円 △7.0％

看
護
師
職
員

充
足
状
況
は

新
た
に
取
り
組
む

医
療
サ
ー
ビ
ス
は

葛
巻

病
院

葛
巻

病
院

　
　

看
護
師
職
員
は
、
不
足

し
て
い
な
い
で
す
か
。

　
　

現
在
は
不
足
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
28
年
度
末
で
退
職

す
る
看
護
師
職
員
を
補
充
す

る
た
め
に
、
町
の
奨
学
金
制

度
を
周
知
し
な
が
ら
確
保
に

努
め
ま
す
。

　
　

新
た
に
取
り
組
む
、
医

療
サ
ー
ビ
ス
は
。

　
　

現
在
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ

の
検
査
が
で
き
る
よ
う
に
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

問問 答答

　

27
年
度
の
患
者
数
の
状
況

は
、
年
間
延
べ
入
院
患
者
数

が
１
万
４
２
４
３
人
で
、
前

年
度
に
比
べ
て
７
５
６
人
、

５
％
減
少
し
ま
し
た
。
外
来

患
者
数
は
３
万
４
８
５
９
人

で
、
前
年
度
に
比
べ
て
８
０

７
人
、
２
・
４
％
の
増
加
で

す
。
患
者
数
の
状
況
は
、
下

の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

28
年
度
末
完
成
予
定
の
新

た
な
葛
巻
病
院
の
改
築
工
事

が
本
格
的
に
始
ま
り
、
多
く

の
町
民
が
期
待
を
寄
せ
て
い

ま
す
。
新
病
院
の
開
設
を
見

据
え
、
さ
ら
に
職
員
が
一
丸

に
な
っ
て
経
営
に
努
力
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

患者数 27年度 26年度
増　減 病床利用率

（％）人　員 率（％）
入　院 1万4243人 1万4999人 △756人 △ 5.0 49.9

一般病床(60床) 9407人 9651人 △244人 △ 2.5 42.8

介護病床(18床) 4836人 5348人 △512人 △ 9.5 73.4

外　来 3万4859人 3万4052人 807人 2.4 －

計 4万9102人 4万9051人 51人 0.1 －

27年度患者数の状況

（税抜き）

進む葛巻病院の改築
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柴
しば

田
た

 勇
いさ

雄
お

 議員

　７月４日に、４議員が一般質問を行いました。一般質問は、町の行政全般にわたり、事
務の執行状況や将来の方針などを幅広い視点から報告や説明を求め質問します。
　議員の質問できる時間は、１時間以内です。
　議事録の内容は、町のホームページと議会事務局で閲覧ができます。

～ 今ここが聞きたい ～ 一般質問

問

答

施設の老朽化対策計画は

長 期 的 視 点 で 計 画 策 定
　
　
　

町
営
住
宅
、
保
育
園

や
町
道
な
ど
、
町
が
所
有
す

る
公
共
施
設
全
体
の
、
総
合

的
な
老
朽
化
対
策
の
推
進
計

画
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　

現
在
、
町
所
有
の
主

な
建
築
物
は
３
３
０
物
件
、

う
ち
築
後
30
年
経
過
し
た
も

の
は
１
９
０
物
件
あ
り
全
体

の
57
％
で
す
。
町
営
住
宅
や

保
育
園
な
ど
の
比
率
が
高
い

状
況
で
す
。　

　

法
改
正
に
よ
り
昭
和
56
年

以
後
に
設
計
さ
れ
た
建
築
物

は
、
耐
震
化
と
な
っ
て
い
ま

す
。
江
刈
中
、
小
屋
瀬
中
、

社
会
体
育
館
は
、
27
年
度
に

耐
震
補
強
工
事
を
終
え
ま
し

た
。
耐
震
化
と
な
っ
て
い
な

い
保
育
園
、
地
区
セ
ン
タ
ー
、

役
場
な
ど
の
建
築
物
は
経
年
劣

化
が
著
し
く
、
耐
震
補
強
よ

り
改
築
が
必
要
な
状
況
で
す
。

　

今
後
５
年
の
間
に
整
備
後

30
年
を
経
過
す
る
町
有
建
築

物
が
７
割
を
超
え
る
た
め
、

公
共
施
設
の
総
合
的
な
管
理

計
画
が
必
要
で
す
。

　

一
方
、
地
方
公
共
団
体
を

取
り
巻
く
環
境
は
、
人
口
減

少
な
ど
に
よ
る
社
会
情
勢
の

変
化
と
厳
し
い
財
政
事
情
を

背
景
に
、
長
期
的
視
点
に

立
っ
た
「
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
」
を
作
成
す
る
よ

う
総
務
大
臣
か
ら
要
請
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
建
築
物
の

ほ
か
、
道
路
や
上
下
水
道
施

設
な
ど
、
町
が
所
有
す
る
全

て
の
施
設
が
対
象
で
す
。
将

来
の
人
口
推
計
や
中
長
期
的

な
財
政
収
支
見
込
を
的
確
に

把
握
し
、
効
率
的
で
効
果
的

な
配
置
の
あ
り
方
、
財
政
負

担
の
軽
減
と
平
準
化
の
実
現

が
目
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
現
在
、
町
有
資

産
を
把
握
す
る
た
め
「
固
定

資
産
台
帳
整
備
業
務
」
を
進

め
て
お
り
、
こ
れ
を
基
に
将

来
的
に
発
生
す
る
施
設
な
ど

の
更
新
や
維
持
管
理
に
要
す

る
費
用
の
推
計
や
持
続
可
能

な
町
づ
く
り
に
向
け
た
総
合

管
理
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

架け替えが計画されている大橋（浦子内）

答 問
早
い
時
期
に

構
想
を
提
示

茶
屋
場
田
子
線

連
絡
道
整
備
は

議
員

議
員

町
長

町
長

　
　
　

町
道
茶
屋
場
田
子
線

と
国
道
２
８
１
号
を
結
ぶ
連

絡
道
の
具
体
的
計
画
と
、
大

橋
付
近
の
町
道
取
り
付
け
道

路
整
備
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　

連
絡
道
は
、
現
在
、

本
路
線
と
国
道
と
の
回
遊
的

な
ア
ク
セ
ス
を
検
討
し
て
い

る
段
階
で
す
が
、
で
き
る
だ

け
早
い
時
期
に
全
体
的
な
構

想
を
提
示
し
ま
す
。

　

茶
屋
場
田
子
線
整
備
に
よ

る
、
葛
巻
浦
子
内
線
の
大
橋

付
近
の
町
道
整
備
は
、
県
代

行
事
業
の
採
択
に
向
け
て
協

議
中
で
す
。
道
路
線
形
の
抜

本
的
な
見
直
し
と
大
橋
架
け

替
え
位
置
な
ど
を
現
在
検
討

し
て
い
ま
す
。
整
備
後
の
茶

屋
場
田
子
線
を
利
用
し
、
新

ル
ー
ト
で
国
道
へ
ア
ク
セ
ス

す
る
方
が
、
よ
り
安
全
性
や

利
便
性
が
高
く
、
循
環
的
で

回
遊
的
な
機
能
を
有
す
る
道

路
交
通
網
の
整
備
確
保
を
検

討
し
ま
す
。

辰
たつ

柳
やなぎ

 敬
けい

一
いち

 議員

合
わ
せ
て
22
基
を
増
設
す
る

計
画
で
、
本
年
９
月
の
着
工
、

平
成
31
年
３
月
完
成
予
定
で
す
。

　

既
設
の
風
車
12
基
と
合
わ

せ
た
34
基
の
総
出
力
は
６
万

５
６
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
な

り
、
年
間
の
予
想
発
電
量
は

約
13
万
３
０
０
０
メ
ガ
ワ
ッ

ト
ア
ワ
ー
で
、
一
般
家
庭
の

約
４
万
世
帯
分
の
発
電
が
可

能
な
施
設
の
計
画
で
す
。

　

完
成
後
の
町
へ
の
メ
リ
ッ

ト
は
、
施
設
設
置
に
よ
る
固

定
資
産
税
の
増
収
が
見
込
ま

れ
る
ほ
か
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

作
業
員
の
雇
用
創
出
、
観
光

資
源
と
し
て
の
交
流
人
口
の

増
加
な
ど
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

問

答

総合運動公園の活用策は

スポーツ・ツーリズムを推進
　
　
　

総
合
運
動
公
園
周
辺

の
整
備
と
、
今
後
の
活
用
策

を
伺
い
ま
す
。

　
　
　

総
合
運
動
公
園
は
、

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
各
種

大
会
の
開
催
な
ど
、
ス
ポ
ー

ツ
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大

に
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し

て
い
ま
す
。

　

施
設
内
の
子
供
広
場
は
、

町
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
多

く
の
皆
さ
ん
が
利
用
し
て
い

ま
す
が
、
当
面
は
、
既
存
遊

具
の
安
全
管
理
に
努
め
、
将

来
的
な
遊
具
の
入
れ
替
え
は

今
後
検
討
し
ま
す
。

　

昨
年
、
総
合
運
動
公
園
の

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
全
天

候
型
陸
上
競
技
ト
ラ
ッ
ク
や

人
工
芝
の
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト

に
改
修
し
た
と
こ
ろ
、
各
種

大
会
の
開
催
や
合
宿
誘
致
な

ど
に
よ
り
、
利
用
者
数
は
改

修
前
と
比
較
し
て
、
約
５
千

人
、
59
％
増
加
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、
来
町
者
数
と
宿

泊
者
も
増
加
し
て
お
り
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
交
流
人
口

答 問
上
外
川
高
原
に

22
基
増
設
計
画

大
型
風
力
発
電

建
設
の
内
容
は

一般質問

　
　
　

新
た
に
建
設
が
計
画

さ
れ
て
い
る
、
大
型
風
力
発

電
施
設
の
内
容
は
。

議
員

議
員

町
長

町
長

　
　
　

町
内
で
建
設
計
画
が

進
め
ら
れ
て
い
る
風
力
発
電

事
業
は
、
平
成
15
年
か
ら
上

外
川
高
原
で
稼
働
し
て
い
る

「
株
式
会
社
ジ
ェ
イ
ウ
イ
ン

ド
」
が
運
営
す
る
グ
リ
ー
ン

パ
ワ
ー
く
ず
ま
き
風
力
発
電

所
の
増
設
計
画
で
す
。

　

出
力
２
０
０
０
キ
ロ
ワ
ッ

ト
の
風
車
16
基
、
２
１
０
０

キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
風
車
６
基
、

人工芝のグランドで行われた　　
青少年健全育成ミニサッカー大会

の
拡
大
に
大
き
な
成
果
を
挙

げ
て
い
ま
す
。

　

10
月
に
は
、「
希
望
郷
い

わ
て
国
体
」
が
開
催
さ
れ
、

ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
支
え
る
町

民
機
運
が
さ
ら
に
広
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
た
め
、
国

体
終
了
後
も
、
関
係
団
体
な

ど
と
連
携
に
努
め
、
ス
ポ
ー

ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

　

総
合
運
動
公
園
周
辺
施
設

の
グ
リ
ー
ン
テ
ー
ジ
と
、
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
や
各
種
大
会
の

誘
致
な
ど
で
連
携
す
る
考
え

で
す
。
総
合
運
動
公
園
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
り
、
今
後
、

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
や
ス
ポ
ー

ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に

よ
る
利
用
客
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、
今
年
度
か
ら

浴
室
な
ど
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

事
業
に
着
手
し
ま
す
。
さ
ら

に
は
、
交
流
人
口
の
拡
大
に

つ
な
が
る
新
た
な
事
業
展
開

を
図
る
た
め
に
、
町
で
は
取

り
組
み
を
支
援
、
強
化
し
て

い
く
考
え
で
す
。
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病
害
虫
等
防
除
法
」
に
基
づ

い
た
対
策
を
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、県
が
策
定
し
た「
岩

手
県
松
く
い
虫
被
害
対
策
推

進
大
綱
」
に
よ
り
、
毎
年

度
「
松
く
い
虫
被
害
対
策
実

施
方
針
」
を
定
め
、
市
町
村
、

関
係
機
関
や
団
体
と
密
に
連

携
し
、
被
害
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

本
町
を
含
む
「
未
被
害
地

域
」
で
は
松
林
の
健
全
化
に

努
め
、
適
期
、
適
正
に
除
間

伐
を
実
施
し
、
被
害
の
侵
入

を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
に

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
空

中
写
真
を
活
用
す
る
な
ど
の

監
視
体
制
の
強
化
や
、「
伐

倒
駆
除
」、「
薬
剤
散
布
」、「
樹

種
転
換
」、「
被
害
監
視
」
な

ど
で
す
。

　
　
　

松
く
い
虫
の
発
生
を

防
ぐ
た
め
の
、
山
林
所
有
者

の
取
り
組
み
は
。

　
　
　

松
く
い
虫
の
被
害
は

雪
害
木
や
風
倒
木
な
ど
の

弱
っ
た
松
が
感
染
し
や
す
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
定
期
的
な
山
林
巡
視

を
実
施
し
な
が
ら
、
国
の
森

林
整
備
事
業
を
活
用
し
た
適

期
、
適
正
な
除
間
伐
を
実
施

し
て
健
全
な
森
林
を
育
成
し
、

町
と
山
林
所
有
者
が
共
に
松

く
い
虫
被
害
の
侵
入
防
止
に

努
め
て
い
く
考
え
で
す
。

　

被
害
木
と
疑
わ
れ
る
松
を

確
認
し
た
場
合
は
、
早
急
に

情
報
を
提
供
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

山
林
所
有
者
が
対
応

で
き
な
い
場
合
の
対
策
は
。

　
　
　

松
く
い
虫
の
被
害
対

策
は
、
国
が
定
め
る
「
森
林

　
　
　

松
く
い
虫
が
、
葛
巻

町
で
発
生
す
る
恐
れ
は
あ
り

ま
す
か
。

　
　
　

26
年
度
の
岩
手
県
内

で
の
松
く
い
虫
被
害
の
状
況

は
３
万
７
１
４
２
立
方
メ
ー
ト

ル
で
、
松
く
い
虫
の
被
害
区

域
は
県
南
部
か
ら
県
北
部
へ

移
行
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

近
隣
の
八
幡
平
市
や
岩
手
町

ま
で
被
害
が
拡
大
し
、
現
在
、

県
内
18
の
市
町
村
で
被
害
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
ま
だ
被
害
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

近
隣
の
八
幡
平
市
、
岩
手
町

で
の
発
生
を
考
え
る
と
、
本

町
で
も
被
害
が
発
生
す
る
可

能
性
は
、
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
に
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

　
　
　

国
や
県
、
町
の
防
除

対
策
は
。

　
　
　

比
較
的
被
害
が
少
な

い
地
域
で
は
、
国
や
県
、
市

町
村
が
連
携
し
、
市
町
村
の

財
政
負
担
が
発
生
し
な
い
、

防
除
対
策
事
業
を
実
施
し
て

山
やま

崎
ざき

 邦
くに

廣
ひろ

 議員

一般質問

問

答

くずまき型ＤＭＯの取り組みは

ま ち づ く り 協 議 会 を 設 立
　
　
　

く
ず
ま
き
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ

（
※)

形
成
促
進
事
業
の
、
基

本
的
な
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　

国
で
は
、
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
に
直
面
す
る

最
重
要
課
題
の「
地
方
創
生
」

に
お
い
て
、
観
光
を
重
要
な

産
業
と
位
置
づ
け
、
国
内
外

の
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る

地
域
経
済
の
活
性
化
を
さ
ら

に
推
進
さ
せ
る
た
め
、
昨
年

11
月
に
制
度
を
創
設
し
ま
し

た
。

　

日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、
多
様

な
関
係
者
と
共
同
し
な
が
ら
、

明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ

い
た
観
光
地
域
づ
く
り
を
実

現
す
る
た
め
の
戦
略
を
策
定

し
、
こ
の
戦
略
を
実
施
す
る

た
め
の
調
整
機
能
を
備
え
た

法
人
を
育
成
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
も
、
町
民
、
民
間

企
業
、
行
政
な
ど
が
さ
ら
に

連
携
を
行
い
、
地
域
が
主
体

と
な
っ
た
着
地
型
観
光
の
土

台
と
な
る
組
織
体
を
形
成
し
、

町
の
観
光
資
源
を
活
用
し
た

戦
略
的
で
一
体
的
な
誘
客

事
業
や
人
材
・
起
業
家
育
成
、

情
報
発
信
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
町
独
自
の
取

り
組
み
と
し
て
、
交
流
人
口

の
拡
大
に
よ
る
地
域
経
済
の

活
性
化
と
雇
用
創
出
を
図
り
、

住
民
の
流
出
減
少
、
町
外
か

ら
の
移
住
促
進
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
基
本
的
な
考
え
と
し

て
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　

く
ず
ま
き
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ

事
業
の
、
取
り
組
み
の
現
状

を
伺
い
ま
す
。

　
　
　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
事
業
を
推
進

す
る
た
め
、
町
民
、
民
間
企

業
、
行
政
な
ど
が
一
体
と

な
っ
て
合
意
形
成
や
戦
略
の

策
定
を
行
う
「
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
」
の
設
立
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
観
光
動
態

デ
ー
タ
の
収
集
と
分
析
、
観

光
振
興
や
町
づ
く
り
人
材
育

成
な
ど
、
具
体
的
な
事
業
の

準
備
も
並
行
し
て
進
め
て
い

ま
す
。

大勢の人でにぎわう、まちなか新緑まつり（葛巻駅構内）

議
員

町
長

姉
あね

帯
たい

 春
はる

治
じ

 議員

問

答

松くい虫の被害防止策は

適 期 適 正 な 除 間 伐 を 推 進

一般質問

議
員

議
員

議
員

議
員

町
長

町
長

町
長

町
長

一定の長さに切断した伐採木の積み込み作業

　
　
　

く
ず
ま
き
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ

事
業
と
、
地
域
と
の
連
携
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　

地
域
自
ら
観
光
客
を

呼
び
込
め
る
力
を
備
え
る
た

め
、
設
立
準
備
を
進
め
て
い

る
「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

を
町
民
、
行
政
、
観
光
関
連

事
業
者
な
ど
の
多
様
な
関
係

者
で
構
成
し
連
携
を
図
る
こ

と
が
、
本
事
業
を
成
功
さ
せ

る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
協
議
会
を
中
心
に
全

町
的
な
合
意
形
成
と
戦
略
策

定
を
行
い
、
誘
客
や
人
材
育

成
の
専
門
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
っ
た
民
間
企
業
な
ど
と
連

携
し
、
効
果
的
な
事
業
実
施

に
よ
る
誘
客
や
、
観
光
産
業

を
中
心
に
地
域
経
済
の
活
性

化
を
推
進
し
ま
す
。

　

協
議
会
内
に
は
、
若
者
主

体
の
事
業
検
討
会
を
課
題
ご

と
に
設
置
し
、
多
様
な
角
度

か
ら
検
討
を
進
め
ま
す
。

議
員

議
員

町
長

町
長

（
※
）
Ｄ
Ｍ
Ｏ

　

地
域
住
民
が
観
光
産
業

や
行
政
と
連
携
し
、
地
域

自
ら
が
誘
客
事
業
を
行
う

着
地
型
観
光
の
組
織
や
人

材な
っ
て
い
ま
す
。

　

山
林
所
有
者
の
み
な
ら
ず
、

国
や
県
と
市
町
村
が
連
携
し

て
取
り
組
む
監
視
体
制
の
強

化
や
、
徹
底
し
た
駆
除
対
策

を
推
進
す
る
こ
と
で
被
害
の

拡
大
が
防
止
さ
れ
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
県
、
近
隣
市

町
村
や
関
係
団
体
と
連
携
を

緊
密
に
し
な
が
ら
、
巡
回
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
よ
る
早
期

発
見
に
努
め
る
と
と
も
に
、

適
期
、
適
正
な
除
間
伐
を
推

進
し
、
被
害
の
未
然
防
止
に

努
め
ま
す
。
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葛 葉 荘 の 改 築 が 始 ま る

請

負

契

約

請

負

契

約

条

例

改

正

条

例

改

正

人

事

案

件

人

事

案

件

財

産

取

得

財

産

取

得

そ

の

他

そ

の

他

●
養
護
老
人
ホ
ー
ム
葛
葉
荘

整
備
工
事

◇
契
約
額　

８
億
28
万
円

◇
工
期　

29
年
３
月
21
日

◇
契
約
相
手　

東
野
建
設
工

業
（
株
）【
盛
岡
市
】

●
町
税
条
例
の
改
正

　

消
費
税
率
10
％
引
き
上
げ

時
に
、
自
動
車
取
得
税
（
県

税
）
を
廃
止
し
て
、
軽
自
動

車
税
に
燃
費
性
能
に
応
じ
て

環
境
負
荷
の
小
さ
い
車
の
税

率
を
軽
減
す
る
、「
環
境
性

能
割
」
を
新
た
に
加
え
る
改

正
な
ど
。

●
人
権
擁
護
委
員

　

上か
み

小こ
う

路じ

隆た
か

男お

さ
ん（
田
代
）

を
推
薦
（
新
任
）
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
31
年
９
月
30
日

ま
で
。

●
選
挙
管
理
委
員

　

選
挙
に
よ
り
、
越こ

し

田た

博ひ
ろ
し

さ

ん
（
江
刈
川
）、
柳や
な
ぎ

澤さ
わ

和か
ず

夫お

さ
ん
（
上
田
野
）、
八や

幡は
た

忍し
の
ぶ

さ
ん
（
田
子
）、
五ご

十じ
ゅ
う

地ち

幸ゆ
き

子こ

さ
ん
（
田
代
）
が
当
選
。

　

同
補
充
員
に
下し
た

道み
ち

喜き

美み

男お

さ
ん
（
小
苗
代
）、
折お

り

元も
と

喜き

代よ

子こ

さ
ん
（
遠
矢
場
）、
土つ

ち

谷や

和か
ず

弘ひ
ろ

さ
ん
（
元
木
）、
樋ひ

ノの

口ぐ
ち

浩こ
う

静せ
い

さ
ん
（
小
田
）
が

当
選
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
32
年
８
月
21
日

ま
で
。

　

７
月
定
例
会
議
で
、
葛
葉
荘
整

備
工
事
の
請
負
契
約
や
28
年
度
補

正
予
算
な
ど
の
審
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

造成工事を終えた葛葉荘の建設地（内田子地区）

●
小
型
動
力
消
防
ポ
ン
プ
積

載
車
（
第
６
分
団
）

◇
契
約
額　

１
２
６
４
万
円

◇
納
期　

29
年
２
月
28
日

◇
契
約
相
手　

互
光
商
事

（
株
）【
矢
巾
町
】

定 例 会 議 で定 例 会 議 で
決 ま っ た こ と決 ま っ た こ と

　

一
般
会
計
に
６
億
３
８
６

万
円
追
加
し
、
総
額
を
75
億

10
万
円
と
し
ま
し
た
。
支
出

で
は
、
公
共
施
設
等
整
備
基

金
に
５
億
円
を
積
み
立
て
、

基
金
（
貯
金
）
総
額
は
、
51

億
６
万
円
に
な
り
ま
す
。

　

補
正
額
と
主
な
予
算
の
使

い
み
ち
は
、
左
の
表
の
と
お

り
で
す
。

補

正

予

算

補

正

予

算

高
齢
者
の
見
守
り
支
援

実
証
事
業
で
動
き
出
す

会　計　名 補正額 補正後の予算額

一　般　会　計 ６億386万円 75億10万円

《主な予算の使いみち》

■ 高齢者の見守り支援システム構築実証事業･･･････････ 2968万円

■ くずまき型観光産業若者雇用創出事業･･･････････････ 1934万円
　　
■ 自治総合センターコミュニティ助成金････････････････ 500万円
　 ・小田部落会（イス、テーブル、テント）
　 ・江刈自治振興会（イス、テーブル、音響設備）

■ 社会体育館柔剣道室の畳を更新･･････････････････････ 440万円

■ 国体に向けた運動公園臨時駐車場取り付け道路整備････ 220万円

28年度補正予算28年度補正予算

議 員 議 員 のの 判 断 判 断
○ ７ 月定例会議で、議員の判断で決定した議案（賛否が分かれた議案はありませんでした）

議案等
番　号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名

件名と主な内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

議決
結果

畑 

福　
　

 

弘

山 

崎　

邦 

廣

大 

平　
　

 

守

柴 

田　

勇 

雄

鈴 

木　
　

 

満

姉 

帯　

春 

治

山
岸　

は
る
美

辰 

柳　

敬 

一

高 

宮　

一 

明

中 

崎　

和 

久

承認１号 町税条例の改正･･･消費税率10％引き上げ時に、自動車取得税（県税）を廃止し、
新たに軽自動車税に環境性能割を加える改正など 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案26号 平成28年度葛巻町一般会計補正予算（第１号）･･･6億386万円を追加して予算総額
75 億10万円に 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案27号 岩手県市町村総合事務組合規約の変更･･･岩手北部環境組合の解散による数の変更 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案28号 養護老人ホーム葛葉荘整備工事の請負契約の締結･･･請負者：東野建設工業(株)【盛
岡市】契約金額：８億28万円 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案29号 財産の取得に関し議決を求めること･･･第６分団小型動力ポンプ積載車を更新 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案30号 人権擁護委員の候補者の推薦に関し意見を求めること･･･上小路隆男さん（田代）を
推薦（新任）することに同意 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

認定１号 平成27年度病院事業会計決算の認定･･･27年度葛巻病院事業会計決算を認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

選挙管理委員会委員及び同補充員の選挙
・選挙管理委員：越田博さん（江刈川）　柳澤和夫さん（上田野）
　　　　　　　　八幡忍さん（田子）　五十地幸子さん（田代）
・選挙管理委員補充員：下道喜美男さん（小苗代）　折元喜代子さん（遠矢場）
　　　　　　　　　　　土谷和弘さん（元木）　樋ノ口浩静さん（小田）

※ ○は原案に賛成。
※ 議長は採決に加わりません。

〈議決結果〉

●
岩
手
県
市
町
村
事
務
組
合

規
約
の
変
更

　

岩
手
北
部
広
域
環
境
組
合

の
解
散
に
よ
る
数
の
変
更
。

公
共
施
設
基
金

管
理
の
考
え
は

高
齢
者
の
見
守
り

実
証
事
業
内
容
は

総
務

企
画

総
務

企
画

　
　

公
共
施
設
等
整
備
基
金

を
、
管
理
す
る
上
で
の
考
え

方
は
。

　
　

公
共
施
設
の
新
設
や
老

朽
化
に
よ
る
改
修
の
際
に
、

補
助
金
や
起
債
に
該
当
し
な

い
町
の
持
ち
出
し
分
の
財
源

に
対
し
て
、
基
金
を
充
て
る

考
え
で
す
。

　
　

高
齢
者
の
見
守
り
支
援

実
証
事
業
の
内
容
は
。

　
　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
機
能

を
利
用
し
て
、
高
齢
者
の
見

守
り
支
援
を
行
う
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
向
け
た
実
証
を
、

国
の
事
業
を
活
用
し
て
行
い

ま
す
。
50
世
帯
を
対
象
に
行

う
計
画
で
す
。

問問 答答
【
主
な
質
疑
】



10平成28年８月24日発行No.17511 平成28年８月24日発行No.175

岩 手 地 区岩 手 地 区 でで 共 通 課 題共 通 課 題 のの 解 決解 決 へへ

　

こ
の
大
会
は
、
滝
沢
市
、

葛
巻
町
、
岩
手
町
、
雫
石
町

で
構
成
す
る
市
町
議
会
が
、

共
通
す
る
地
区
の
課
題
解
決

に
向
け
て
互
い
に
協
力
す
る

た
め
に
、
毎
年
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

大
会
で
は
、
道
路
整
備
な

ど
契
緊
の
課
題
７
項
目
を
、

各
市
町
の
議
会
議
員
が
そ
れ

ぞ
れ
提
案
。
本
町
か
ら
は
、

山
崎
邦
廣
議
員
が
「
県
立
高

等
学
校
の
存
続
」
に
つ
い
て
、

特
色
あ
る
学
校
経
営
に
配
慮

し
、
１
学
年
２
学
級
を
継
続

す
る
な
ど
、
均
衡
あ
る
高
等

教
育
を
確
保
で
き
る
よ
う
提

案
し
ま
し
た
。

　

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た

７
項
目
は
、
８
月
に
県
議
会

と
県
内
の
関
係
機
関
に
対
し

て
要
望
活
動
を
行
い
ま
す
。

10
月
に
は
、
岩
手
県
選
出
の

国
会
議
員
や
国
の
関
係
機
関

に
対
し
て
要
望
を
行
う
予
定

で
す
。

　

要
望
の
主
な
内
容
は
、
左

の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

岩
手
地
区
議
会
議
長
会【
佐
藤
弘
吉
会
長（
岩

手
町
議
会
議
長
）】
主
催
に
よ
る
、
第
63
回
岩

手
地
区
議
会
議
員
大
会
が
、
７
月
28
日
に
滝
沢

市
ふ
る
さ
と
交
流
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
区
内
の
議
会
議
員
、
来
賓
に
地
区
内
の
県

議
会
議
員
と
市
町
長
ら
約
90
人
が
参
加
し
、
さ

ら
な
る
地
域
の
発
展
を
相
互
に
確
認
し
親
交
を

深
め
ま
し
た
。

共
通
課
題
を
議
決

共
通
課
題
を
議
決

県
立
高
等
学
校
の
存
続

１
学
年
２
学
級
の
継
続
な
ど

提案説明する山崎議員

大会決議を行う中崎議長（左側）と議長団を務める鈴木議員（右側）

要望の内容（要約）

１．広域的な観点からの道路整備の早期実現
２．地域振興の観点からの道路の整備促進
３．県立高等学校の存続（１学年２学級の継続など）
４．魅力ある農業農村を復活させる農業振興策の推進
５．100年先の山村を見据えた林業振興策の推進
６．農業農村整備にかかる財源確保
７．公立学校施設費国庫負担金（建築単価）の見直し

　

滝
沢
市
が
建
設
を
進
め

て
い
る
、
交
流
拠
点
複
合

施
設
「
ビ
ッ
グ
ル
ー
フ
滝

沢
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

滝
沢
市
役
所
前
の
３
・

７
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷
地

に
、
約
６
０
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
の
建
物
を
建
設

中
で
す
。
事
業
費
約
45
億

円
で
、
岩
手
山
の
稜
線
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
、
特
徴
的

な
デ
ザ
イ
ン
の
大
型
屋
根

が
印
象
的
で
す
。

　

施
設
内
に
は
、
イ
ベ

ン
ト
用
ホ
ー
ル
、
図
書

館
、
特
産
品
の
販
売
コ
ー

ナ
ー
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

を
整
備
。
施
設
の
配
色

は
、「
チ
ャ
グ
チ
ャ
グ
馬

コ
」
か
ら
着
想
し
た
も
の

で
す
。

　

本
町
で
も
、
公
共
施
設

な
ど
の
集
約
を
検
討
し
て

い
る
た
め
、
今
後
の
施
設

整
備
の
参
考
と
な
る
視
察

内
容
で
し
た
。

交流拠点複合施設交流拠点複合施設をを視察視察
～ビッグルーフ滝沢～～ビッグルーフ滝沢～

建設中の施設を視察する議員ら



❶ 林道案内沢線の法面の崩落箇所
❷ 補修工事を終えた青刈橋（一戸町境）
❸ 耐震補強工事で筋かいを設置（小屋瀬小学校）
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県との情報交換会の様子（プラトー）

県
の
発
注
工
事

県
の
発
注
工
事

本
年
度
計
画
は

本
年
度
計
画
は

日
目
は
、
田
部
、
小

屋
瀬
方
面
を
調
査
。

冬
部
地
区
の
根
地
戸
と
土
谷

川
地
区
の
水
尻
の
町
有
林
２

カ
所
の
状
況
を
確
認
。「
伐

採
の
適
期
に
達
し
て
い
る
立

木
の
状
態
を
確
認
し
、
今
後

の
利
活
用
方
法
の
検
討
が
必

要
」と
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

　

小
屋
瀬
地
区
の
荒
谷
橋
の

入
り
口
部
分
が
狭
い
た
め
、

大
型
車
両
の
通
行
が
不
便
な

状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。
以

前
、
地
区
か
ら
改
良
の
要
望

が
あ
っ
た
箇
所
の
た
め
、
改

善
策
を
検
討
す
る
よ
う
町
に

伝
え
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
調
査
終
了
後
、

町
長
と
副
町
長
も
出
席
し
て
、

県
と
の
情
報
交
換
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
県
の
担
当
者
が
、

今
年
度
に
実
施
す
る
事
業
内

容
を
説
明
。
本
町
で
計
画
さ

《議会から町へ》
　公共施設が、今後一斉に更新時期を迎えるため、公
共施設の効率的な配置や有効活用の検討が必要と感じ
ました。
　本年度、町が進める公共施設等の総合管理計画の策
定に当たっては、将来人口の見通しや町の将来ビジョ
ンを見据えて、町と町民が一体となって計画策定を進
めてください。

28年度県事業の内容
（28年５月末現在の計画）

種別 工事の内容 工事年度

道路
事業

四日市地区の道路改良工事（L＝320m） 25～28年度
城内小路地区の急カーブ解消の検討 28年度
茶屋場田子線への助言 28年度

砂防
事業

ヌナヤ沢（平船）砂防事業（ダム１基） 24～30年度
市部内の沢砂防事業（ダム２基） 21～30年度
馬淵の沢砂防事業（ダム１基） 21～28年度

れ
て
い
る
、
事
業
の
内
容
は

左
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
茶
屋
場
地
区
の
元

町
橋
の
架
け
替
え
な
ど
の
改

良
工
事
は
、
い
わ
て
国
体
開

催
ま
で
に
完
成
す
る
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
県
と
町
が
情
報

共
有
と
連
携
に
努
め
、
安
全

で
快
適
な
環
境
整
備
を
進
め

て
行
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

②

❶❶

❷❷

❸❸

元町橋の架け替え工事の状況を確認する議員ら

現地状況現地状況をを確認確認
地域要望地域要望のの実現実現へへ

　

本
年
の
調
査
で
は
、
町
道

茶
屋
場
田
子
線
の
改
良
整
備

事
業
、
葛
巻
病
院
や
江
刈
小

学
校
の
改
築
な
ど
、
大
型
の

ハ
ー
ド
事
業
を
中
心
に
調
査

し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
町

有
林
の
管
理
状
況
な
ど
を
確

認
し
ま
し
た
。

日
目
は
、
町
中
心
部

と
江
刈
方
面
を
調

査
。
町
道
茶
屋
場
田
子
線
の

整
備
に
よ
っ
て
、
浦
子
内
地

区
の
大
橋
の
架
け
替
え
を
計

画
し
て
い
る
と
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
付
近
の
倉
船
地
区

は
、
以
前
に
土
器
が
発
掘
さ

れ
た
場
所
で
、
工
事
を
始
め

る
前
に
現
地
を
確
認
す
る
よ

う
町
に
求
め
ま
し
た
。

①

　

３
月
の
定
例
会
議
で
町
道

に
認
定
し
た
「
町
道
江
刈
農

村
セ
ン
タ
ー
線
」
の
状
況
を

確
認
。
道
路
幅
が
狭
く
舗
装

さ
れ
て
い
な
い
た
め
「
道
路

機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る
た

め
、
路
面
舗
装
な
ど
の
改
良

が
必
要
」
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

工
事
実
績
と

工
事
実
績
と

進
行
の
状
況

進
行
の
状
況

　

輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
は
６
月
１
日
と
２

日
、
27
年
度
に
完
了
し
た
事
業
と
28
年
度
に
実
施

す
る
工
事
箇
所
な
ど
の
調
査
の
た
め
、
町
内
を
視

察
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
県
盛
岡
広
域
振
興
局
土
木
部
岩
手

土
木
セ
ン
タ
ー
（
矢
内
泉
所
長
）
と
「
県
営
工
事

の
情
報
交
換
会
」
を
開
催
。
鈴
木
町
長
、
觸
澤
副

町
長
も
出
席
し
、
県
の
道
路
整
備
事
業
な
ど
に
つ

い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

町道認定した町道江刈農村センター線（小苗代）

「
輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
」
所
管
事
務
調
査

ハ
ー
ド
事
業
を
集
中
調
査
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友好友好のの「絆」「絆」とと「連携」「連携」をを確認確認

　

７
月
定
例
会
議
初
日
の
１

日
と
、
一
般
質
問
を
行
っ
た

４
日
、
最
終
日
の
６
日
の
３

日
間
、
全
議
員
と
鈴
木
町
長

ほ
か
当
局
職
員
が
、「
か
り

ゆ
し
ウ
エ
ア
」
を
着
用
し
て

議
会
に
臨
み
ま
し
た
。
白
や

紺
、
花
柄
な
ど
色
と
り
ど
り

の
姿
で
、
議
場
は
華
や
か
な

雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

町
は
、
平
成
元
年
に
沖
縄

県
北
中
城
村
と
姉
妹
町
村
を

結
び
、
職
員
間
の
交
流
や
中

学
生
の
文
化
交
流
、
ス
ポ
ー

ツ
や
物
産
の
交
流
な
ど
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

議
会
で
の
か
り
ゆ
し
ウ
エ

ア
の
着
用
は
、
北
中
城
村
と

の
友
好
の
絆
を
深
め
よ
う
と

中
崎
議
長
が
提
案
し
、
議
員

と
町
長
か
ら
賛
同
を
得
て
実

現
し
ま
し
た
。

　

６
月
下
旬
に
は
、
北
中
城

村
か
ら
、
町
三
役
と
議
員
全

員
に
、
か
り
ゆ
し
ウ
エ
ア
が

　

本
町
と
友
好
市
町
の
兵
庫

県
南
あ
わ
じ
市
議
会
産
業
厚

生
常
任
委
員
会
（
阿あ

部べ

計け
い

一い
ち

委
員
長
）
の
一
行
16
名
が
、

５
月
11
日
か
ら
12
日
ま
で
の

２
日
間
、
本
町
を
訪
れ
ま
し

た
。
こ
の
訪
問
団
に
は
、
原は

ら

口ぐ
ち

育い
く

大お

議
長
と
市
の
職
員
ら

も
同
行
し
、
両
市
町
間
の
さ

ら
な
る
友
好
を
深
め
ま
し

た
。

　

11
日
は
、
昨
年
度
改
修
し

た
総
合
運
動
公
園
を
視
察
。

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
サ
ッ

カ
ー
競
技
な
ど
を
行
え
る
運

動
場
を
整
備
し
た
い
声
が
あ

り
、
補
助
金
な
ど
を
活
用
し

て
工
事
費
を
抑
え
た
工
事
内

容
の
説
明
に
関
心
を
示
し
て

い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
葛
巻
高
原
加
工

株
式
会
社
に
移
動
し
、
山
ぶ

ど
う
の
栽
培
や
ワ
イ
ン
製
造

の
一
連
の
工
程
な
ど
を
研
修

し
ま
し
た
。

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
か

り
ゆ
し
ウ
エ
ア
は
、
北
中
城

村
議
会
の
比ひ

嘉が

義よ
し

彦ひ
こ

議
長
が
、

一
人
ひ
と
り
に
似
合
う
色
と

デ
ザ
イ
ン
を
選
ん
だ
も
の
で

す
。
と
て
も
す
て
き
な
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
い
た
だ
き
、
北

中
城
村
の
思
い
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
議
会
で
は
、
９
月

定
例
会
議
で
も
着
用
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

３
年
後
に
は
、
盟
約
締
結

か
ら
30
年
の
節
目
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
議
会
で

は
、
こ
れ
ま
で
視
察
研
修
な

ど
を
通
じ
て
、
北
中
城
村
と

の
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
縁
を
大
切
に
し
、

両
町
村
の
発
展
の
た
め
に
、

様
々
な
場
面
で
交
流
を
深
め

て
い
き
ま
す
。

か
り
ゆ
し
で
議
会

か
り
ゆ
し
で
議
会

議
場
が
華
や
か
に

議
場
が
華
や
か
に

両
市
町
間
の
絆
を

両
市
町
間
の
絆
を

葛
巻
の
地
で
確
認

葛
巻
の
地
で
確
認

姉妹町村姉妹町村のの北中城村北中城村友好市町友好市町のの南あわじ市南あわじ市

かりゆしウエアで議会に臨んだ、町長、議員ら森のこだま館（上）、畜産バイオマス発電施設（下）を
視察する南あわじ市議会の皆さん　　　 　　　　　　

　

同
日
の
夜
に
は
、
町
議
会

主
催
の
歓
迎
会
が
グ
リ
ー
ン

テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
、
議
員
の

ほ
か
鈴
木
町
長
や
町
の
関
係

者
が
参
加
。
中
崎
議
長
は
、

「
物
産
交
流
を
通
じ
て
、
お

互
い
の
市
町
の
発
展
に
つ
な

げ
る
た
め
に
、
友
好
の
契
り

を
深
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
歓
迎
し
、鈴
木
町
長
も「
昨

年
は
南
あ
わ
じ
市
合
併
10
周

年
記
念
式
典
に
出
席
し
、
さ

ら
に
親
戚
の
縁
が
深
く
な
っ

た
と
感
じ
ま
す
」
と
歓
迎
し

ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
町
の
酪
農
や
く

ず
ま
き
高
原
牧
場
の
取
り
組

み
を
視
察
。「
新
葛
巻
型
酪

農
構
想
」
や
く
ず
ま
き
高
原

牧
場
の
６
次
産
業
化
の
取
り

組
み
を
研
修
し
ま
し
た
。
南

あ
わ
じ
市
は
タ
マ
ネ
ギ
の
生

産
で
有
名
で
す
が
、
高
品
質

の
「
淡
路
ビ
ー
フ
」
が
全
国

ブ
ラ
ン
ド
に
成
長
す
る
な
ど
、

畜
産
業
も
盛
ん
で
す
。

　

２
日
間
の
研
修
を
終
え
、

今
後
も
様
々
な
場
面
で
交
流

を
続
け
て
い
く
こ
と
を
約
束

し
ま
し
た
。
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フ ラフ ラ

ulaula葛巻教室の皆さん）葛巻教室の皆さん）

編
集
後
記

情 報 公 開
　議長が議会の対外的活動をするための経費が議長交
際費です。各団体の総会、式典の会費が主なものです。

4月 47,000円（
（
（

葛巻高校転入職員歓迎
会ほか

葛巻町商工会通常総会
ほか

自衛隊岩手駐屯地創立
59周年記念行事ほか

）
）
）

59,500円
15,731円

5月
6月

N
o.　
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議
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28年

８
月
24日

発
行

発
行
　
岩
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県
葛
巻
町
議
会

編
集
　
広
報
常
任
委
員
会

〒
028-5495 岩

手
県
岩
手
郡
葛
巻
町
葛
巻
16-1-1

TEL・
0195-66-2111　

FA
X・
0195-66-2780

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▶
http://w

w
w
.tow

n.kuzum
aki.iw

ate.jp/

　Kanaloa hula葛巻教室の皆さんは、幼児から大
人の10人メンバーで、八幡平市でフラダンススクー
ルを開講している講師を招いて、月に２回レッス
ンを行っています。
　活動を始めてから６年目を迎え、町内のイベン
トやお祝いの席では華やかな衣裳で優雅に踊り、
会場を盛り上げています。

森林認証した紙を使用して
おります。

「くずまき議会だより」は、ユニバーサルカラーとユニバーサルフォント
に対応しており、より多くの方に視認しやすく、判読しやすいように配慮
して制作しております。一部当たり約61円で作成されています。
印刷：㈱白ゆり　〒020-0122 岩手県盛岡市みたけ6-1-50

次の定例会議は９月２日(金)です。

　

７
月
定
例
会
議
は
「
か
り
ゆ
し
ウ

エ
ア
」
着
用
で
の
会
議
で
し
た
。
友

好
町
村
の
北
中
城
村
と
の
友
好
の
絆

を
深
め
よ
う
と
着
用
し
て
臨
ん
だ
議

場
は
、
華
や
か
な
雰
囲
気
と
な
り
ま

し
た
。

　

北
中
城
村
と
は
１
９
８
９
年
に
姉

妹
町
村
を
結
ん
で
い
ま
す
が
、
か
り

ゆ
し
ウ
エ
ア
着
用
の
議
会
を
通
じ
、

さ
ら
に
友
好
が
深
ま
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

暑
さ
が
続
く
よ
う
で
す
。
町
民
の

皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　
　
　

広
報
常
任
委
員
会

委
員　

山
崎　

邦
廣　

く ず ま きく ず ま き のの 笑 顔笑 顔
新成人にインタビュー

　成人式を迎えられて、親と家族、お世話に
なった方々に感謝の気持ちでいっぱいです。
これまで支えてもらった分を恩返しするた
め、町に貢献できる大人になれるように頑張
ります。

　成人式を迎えることができ、母と兄には、とて
も感謝しています。久しぶりに地元の友達にも会
えてうれしい気持ちでいっぱいです。
　今後の目標は、家族に恩返しすることと、少し
でも地元の役に立てる人になることです。ゆくゆ
くは結婚をして、母に孫を見せてあげたいです。

　無事に成人式を迎えられたことを、両親に
感謝しています。現在は大学で、地域課題な
どの勉強をしています。卒業後は葛巻町に戻
り、地元に就職して地域に貢献したいと考え
ています。

　成人を迎えることができ、お世話になった
方々、本当にありがとうございました。まだま
だ頼りないと自覚していますが、自分らしく何
事にも前向きに一生懸命に取り組み、自分のこ
とだけではなく周囲の人にも気遣うことができ
る大人になりたいです。

町に貢献できる自分へ

地元の役に立ちたい 将来は町内に就職

気遣いができる大人に

里見　脩
しゅう

太
た

朗
ろう

　さん
（西里）

田村　優
ゆ

花
か

　さん
（浦子内）

土谷　健
たける

　さん
（元木）

遠藤　望
のぞみ

　さん
（田代）

イベントでフラダンスを披露するkanaloa hulaの皆さん


